
日本の畜産経営は、コストの４～７割程度を飼料費が占めていますが、飼料の多くを輸入に

依存しています。国際情勢に左右されにくい持続的な畜産業の発展には、国産飼料の生産・利

用の拡大を進めることが重要です。この度、国産飼料作物の生産に積極的に取り組む同社の取

締役社長 焼山丈彦様にお話を伺いました。
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農林水産省九州農政局 福岡県拠点だより
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MAFFとは農林水産省の英語表記「Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries」の略称です。
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有限会社 やまびこ農産（筑前町）

 有限会社やまびこ農産（筑前町） ～ 国産飼料作物生産の取組～ 

 第２回みどり戦略学生チャレンジ募集のお知らせ

 有機栽培の取組事例を作成しました

▷ 農林水産省サイト(飼料のページ) https://www.maff.go.jp/j/chikusan/sinko/lin/l_siryo/

意見交換、ありがとうございました！

経営面積 33 ha
栽培作目 キャベツ、麦、米、大豆、

WCS用稲、子実用とうもろこし
加工品 餅、大福等
従業員 13名

（技能実習生、
パート等含む）

～国産飼料作物生産の取組～

有限会社 やまびこ農産

写真：やまびこ農産様よりご提供

加工用キャベツ（約20 ha）の連作障害対

策として、その収穫とキャベツの定植まで

に時間の余裕があるWCS*用稲の生産を裏作

で始めました。

*  Whole Crop Silageの略で、実と茎葉を⼀体的に収穫し、乳酸発酵

   させた飼料のこと

子実用とうもろこしの栽培は、他作物と比較し

て労働時間が短く、畜産農家の需要もあり、経費

を抑えて規模拡大するのに適してます。今後は、

当社が主体となって、全工程を担い、少しず

つ規模を拡大していく予定です。

  当地域も高齢化が進み、離農が増加してい

ます。飼料作物の生産を念頭に離農者の農地

を引き受けることで、担い手として地域の発展

に貢献していきたいです。

主にWCS用稲（約16 ha）を生産していま

す。当社で耕起、播種、除草等の肥培管理

を行い、専門の外部組織に収穫作業を任せて

います。圃場には畜産農家から購入した堆肥

を散布し、その畜産農家が当社で生産した稲

を原料とした飼料を利用する耕畜連携を行っ

ています。また、主な作業を近隣の生産者

に依頼し、数年前から子実用とうもろこし(約

1.2 ha)も生産しています。

飼料作物生産に取り組んだ経緯は？

どんな取組ですか？ 今後の展望は？

取締役社長（左端）と従業員の皆様 子実用とうもろこしの収穫

https://www.maff.go.jp/j/chikusan/sinko/lin/l_siryo/


募集期間

内容

みどりの食料システム戦略に基づいた取組を実践

▷ 詳細はこちら（九州農政局福岡県拠点サイト）

【お問合せ先】 九州農政局福岡県拠点地方参事官室
〒812-0018 福岡県福岡市博多区住吉3-17-21 TEL 092-281-8261（代表）
https://www.maff.go.jp/kyusyu/fukuoka/index.html

有機栽培の取組事例を作成しました

第２回みどり戦略学生チャレンジ募集のお知らせ

https://www.maff.go.jp/kyusyu/fukuoka/

▷ みどり戦略学生チャレンジ（農林水産省サイト）
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/challenge.html

１ 高校の部

２ 大学・専門学校の部

参加登録期間 2025年 ４月１日 ～   ６月30日

取組実施期間 2０25年 １月１日 ～ 11月30日

▷ 第１回みどり戦略学生チャレンジ
の結果（農林水産省サイト）

＊授業の⼀環、部活動、ゼミ・サークル活動等、参加形式は

問わない。学校の垣根を超えたグループも可。

＊農業高校、農業大学校等、農業に関係する教育機関に限らない。

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/challenge_kekka.html

福岡県拠点では、有機JAS 認証を取得した方々を中心とした

取組状況について、「有機栽培の取組事例in 福岡 Ver.2」とし

て公表しました。

これから有機農業に取り組んでみたいと思っている方々、実

際に取り組んでいる方々への参考となり、現場の実態に即した

形で持続的な農法への転換を進めるお役に立てるように事例集

という形でご紹介しています。ぜひご覧ください！

〇具体例

調達 / 食品残渣・廃棄物、下水汚泥の肥料化・飼料化

生産 / 化学肥料の低減、化学農薬の低減、CO2の削減

加工・流通 / 長期保存に対応した冷凍保存技術等の開発、

環境負荷を低減した農産物の市場拡大、規格

外農産物の加工利用等

消費 / 食品ロスの削減、消費者に対する環境配慮型農産物

の意識調査、地域の企業等と協働した環境負荷低減

農産物の商品化等

「みどりの食料システム戦略」の実現に向けて、将来を担う若い世代の環境に配慮した取

組を促すため、農業大学校や農業高校を含む大学生や高校生等の個人・グループが「みどり

の食料システム戦略」に基づいた活動を実践する機会として「みどり戦略学生チャレンジ」

を開催しています。第２回みどり戦略学生チャレンジの参加登録は4月1日（火）から開始予定

です。たくさんの皆様の参加登録をお待ちしています！

対象

https://www.maff.go.jp/kyusyu/fukuoka/
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/challenge.html
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/challenge_kekka.html
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